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公
開
講
座

「古
文
書
学
」
へ
の
招
待

～
古
文
書
の
″
い
ま

・
む
か
し
″
～

元
日
本
古
文
書
学
会
会
長

・
立
正
大
学
名
誉
教
授

六
月
七
日

（土
）
講
師
に
元
日
本
古
文

書
学
会
会
長

・
立
正
大
学
名
誉
教
授
の
中

尾
　
尭
氏
を
迎
え
て

「古
文
書
学
」
へ
の

招
待
　
～
古
文
書
の
”
い
ま

。
む
か
し
”
～

と
題
す
る
無
料
公
開
講
座

（主
催

‥
学
園

都
市
大
学
い
ち
ょ
う
塾
）
が
東
急
ス
ク
エ
ア

十
二
階
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
に
て
開
か
れ
た
。

は
じ
め
に
、
古
文
書
は
観
る
も
の
だ
と
い

う
基
本
理
念
か
ら
戦
国
期
の
古
文
書
、
源

頼
朝
下
文
と
豊
臣
秀
吉
書
状
の
読
文
、
釈

文
の
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
博

物
館
な
ど
で
古
文
書
を
読
も
う
と
す
る
と

き
は
ノ
ー
ト
を
持
っ
て
い
き
、
ま
ず
読
め
る

字
を
書
き
写
し
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
は
四
角

を
書
い
て
残
し
て
お
き
後
か
ら
じ
つ
と
見
て

い
く
、
ち
よ
う
ど
古
文
書
と
対
話
す
る
よ
う

な
姿
勢
で
臨
む
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
本
題
に
入
り
、
書
状
を
読
み
解
く

上
で
基
本
と
な
る
　
①
書
を
確
認
す
る
た

め
の
印
章
と
花
押
　
②
紙
遣
い
の
方
法
　
③

文
書
の
四
要
素
に
つ
い
て
、
現
在
で
も
引
き

継
が
れ
て
い
る
風
習
の
持
つ
意
味
な
ど
の
例

を
交
え
て
分
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
た
。

①
で
は
、
中
世
の
古
文
書
で
は
書
の
確
認

は
主
に
印
鑑
で
あ
る
。
天
皇
印
が

一
番
大

き
く
印
文
は

「天
皇
御
璽
」
。
印
鑑
は
主
に

朱
印
で
あ
る
が
、
戦
国
時
代
以
降
黒
印
も

用
い
ら
れ
た
。
朱
印
で
も
色
が
濃
い
の
が
ラ

ン
ク
が
高
く
、
黒
印
は
朱
印
の
下
の
ラ
ン
ク

で
庶
民
が
用
い
て
い
た
。
織
田
信
長
の
印
文

は

「天
下
布
武
」
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら

中
尾
　
尭
氏

れ
て
い
る
が
、
書
状
に
朱
印
を
押
し
て
い

る
か
黒
印
を
押
し
て
い
る
か
で
信
長
が
宛

先
人
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
か
を
知
る

こ
と
が
出
来
る
。

ま
た
、
花
押
に
は
自
署
の
代
わ
り
に
書

く
記
号
で
、
自
分
の
名
前
を
行
書
で
何
回

も
書
い
て
図
様
化
し
た
草
名
体

（平
安
時

代
の
貴
族
が
よ
く
用
い
た
）

の
他
、
源
頼
朝
の
一
一合
体
、

豊
臣
秀
吉
の

一
字
体
、
水

戸
光
囲
の
別
用
体
、
徳
川

家
康
の
明
朝
体
な
ど
の
詳

細
な
解
説
が
な
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
例
示
さ
れ
た
日

蓮
上
人
の
私
文
書
の
よ
う
な

場
合
、
書
い
た
月
日
し
か
記

述
さ
れ
て
い
な
い
の
で
そ
の

年
代
を
知
る
手
掛
か
り
と

し
て
、
花
押
の
変
遷
か
ら
年

代
を
類
推
し
て
い
く
話
な
ど

は
大
変
興
味
を
そ
そ
ら
れ

た
。②

で
は
、
料
紙
の
種
類
と

し
て
、
ご
く

一
般
的
に
は
ク

ワ
科
の
繊
維
を
材
料
と
し
た

猪
紙
や
油
紙
の
よ
う
な
強

靭
な
雁
皮
紙
が
用
い
ら
れ
て

い
た
が
、
写
経
に
は
竹
や
麻

の
繊
維
を
漉
い
た
竹
紙
、
麻

紙
が
使
わ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
料
紙
の
使
用
法
で

は
、
堅
紙
、
折
紙
、
切
り
紙
、

続
紙
、
重
ね
紙
が
あ
る
が
、
横
長
に

置
く
竪
紙
が
ラ
ン
ク
が
上
で
、
縦
に
下

か
ら
折
っ
て
使
用
す
る
折
紙
は
念
の
為

に
と
い
う
よ
う
な
場
合
に
使
わ
れ
て
い

た
な
ど
奥
深
い
内
容
で
あ
っ
た
。

③
で
は
、
前
出
の
日
蓮
書
状
を
釈
文

さ
れ
る
な
か
で
文
書
の
四
要
素
で
あ
る

本
文

（書
き
出
し
、
用
件
書
、
書
止
）
、

日
付
、
差
出
書
、
充
書
等
の
解
説
が
あ

り
ま
し
た
。

締
め
く
く
り
に
、
「古
文
書
は
熟
覧

す
る
と
何
か
を
語
り
か
け
て
く
る
」
と

い
う
言
葉
で
、
古
文
書
学
を
志
す
参
加

者
に
エ
ー
ル
を
お
く
ら
れ
た
。

語

文
手
形
案
文
ビ
の

ュ董
習
に
つ
い
て

２
０
１
３
年
度
２
月
、
３
月
の
全
体
学

習
と
し
て
、
既
に
取
り
組
ん
で
い
る
課

題
で
す
が
、
２
０
１
４
年
度
の
１
０
月
、

１
１
月
、
１
２
月
も
引
き
続
き
「同
證
文
」

を
学
習
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

１
０
月
１
７
日

（金
）
は
、
ま
ず
前

半
は
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
学
習
し
、
後
半

に
、
東
西
南
北
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
選
出

さ
れ
た
担
当
者
に
よ
り
、
ペ
ー
ジ
ご
と

の
解
読
が
な
さ
れ
、
そ
の
後
質
疑
応
答

が
あ
り
ま
し
た
。

１
０
月
の
学
習
内
容
は
、
ま
ず
、
原

本
の
中
の
暦
の
略
解
の
項
か
ら
、
（十
干

及
び
十
二
支
に
つ
い
て
）
、
次
に

（書
状

端
作

∧
し
ょ
じ
ょ
う
は
し
づ
く
り
し
、

い
わ
ゆ
る

一
筆
啓
上
奉
候
を
極
上
の
言

い
回
し
と
し
、　
一
筆
啓
上
申
候
は
下
の

下
と
の
こ
と
。
次
の

（同
略
書
少
し
古

び
て
書
時
ハ
）
は
、
以
雁
書

（が
ん
し
よ

を
も
っ
て
）
か
ら
魚
函
ま
で
、
実
に
５
２

の
熟
語
が
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
現
代

で
は
お
目
に
か
か
れ
ぬ
も
の
ば
か
り
で

す
。
続
い
て
、
（益
弥
之
上
下

∧
ま
す

ま
す
い
よ
い
よ
の
じ
ょ
つ
げ

し
、
（安
否

を
訪
の
上
下
）
、
（返
事
の
端
書
）
、
（上

所
の
事
）
こ
れ
は
手
紙
の
宛
名
の
上
に

書
き
添
え
る
熟
語
の
フ」と
、
最
後
の

２
寸

な
ど
へ
書
と
き
は
）
ま
で
、
見
慣
れ
ぬ

文
字
に
苦
し
み
な
が
ら
、
な
ん
と
か
予

定
時
間
内
に
学
習
を
終
え
ま
し
た
。

一
月
＝
　
・
定
例
会
な
し

二
月
＝
　
。
「信
長
公
記
」
・
全
体
学
習
会

二
月
九
、
十
、
十

一
日
＝
　
・
作
品
展
出
展

三
月
＝
　
。
「信
長
公
記
」
・
全
体
学
習
会

今年度の予定
2015年


